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※1　健康寿命 ： 健康上の問題がない状態で日常生活を送ることができる期間。

現状と
課題

①　近年、高齢化が進むなかで生活習慣病の増加等により、単に寿命を延ばすのではなく健康
寿命※1を延ばすことの重要性が認識されてきました。

　　高齢になっても自立をして豊かな生活を送れるように、市民一人ひとりが食事や運動、喫煙
など生活習慣に対する健康意識を高め、病気になりにくい健康な体を作り維持していくことが
求められています。

②　がんなどの生活習慣病やこころの病を抱えている人が増加しています。特に本市は男性の
肺がんと脳血管疾患の死亡率が高いことから、がん検診や生活習慣病予防のための健康支援
などが必要となっています。また、新型インフルエンザ等の感染症の発生や蔓延を防止する必
要があります。

③　救急医療も含め、安全・安心な医療体制は維持されていますが、特に産科、小児科を中心に
医師、看護師の不足が目立っており、医療体制の堅持や救急医療機関の適正利用など地域全
体としての対策が求められています。

　　甑島地域においては特に、医療従事者が不足しており、その対策が急務となっています。ま
た、診療施設の維持補修や医療機器の整備を計画的に実施するとともに、藺牟田瀬戸架橋の
完成を見据え、診療施設を効率的に配置する必要があります。

めざす姿
健康に対する市民の意識が向上し、地域に求められる
医療体制が整っている。

成果指標
と目標値

生涯を通じた健康づくりの推進と
医療体制の充実

施策1健やかに生き生きと
暮らせるまちづくり

第２章 　 施 策 別 展 開 方 針
政 策Ⅰ 【健康・福祉】

成果指標 単位 現状値 目標値

［市民アンケート］
健康づくりに自主的に取り組んでいる市民の
割合

％ 66
（＋10％以上）

［市民アンケート］
休日や夜間など緊急時の医療体制に関する
市民の満足度

％ 70
（＋5％以上）

［市民アンケート］
係り付け医がいると回答した市民の割合 ％ 73

（＋5％以上）

食育教室

平均寿命・健康寿命

肺がんと脳血管疾患の標準化死亡比（H20～24の5年間の平均で、国を100とした場合）
資料：鹿児島県健康増進課調べ

資料：鹿児島県健康増進課調べ
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市民と
行政の

役割分担

思春期ふれあい体験離島医療の診察風景

施策の
方向性

①　健康に対する市民意識の向上

　◆ 若いうちから自分の健康づくりに関心を持ってもらうため、ポピュレーションアプローチ※2

を充実します。

②　健康づくりの推進

　◆ 疾病の予防や早期発見・早期治療につなげるため、特定健康診査、人間ドック、がん検診な
ど、各種検診を充実し、受診しやすい体制を整えるとともに、感染症などの発生・蔓延防止
対策の充実を図ります。

　◆ 健診受診後の必要な情報の提供や相談、指導を充実します。

③　医療体制の整備

　◆ 在宅当番・夜間当番病院の充実、休日の医師及び看護師等の確保、救急医療に関する情報
提供など、安心して医療を受けられるよう、医療機関と行政が連携し、救急医療体制を堅持
します。

　◆ 甑島地域の医療体制については、診療施設の効率的配置及び充実を図り、医師・看護師の
負担を軽減することによる安定的な医療体制の確保に努めます。

※2　ポピュレーションアプローチ ： 年代を問わず市民全員を対象にした食育、運動、歯と口の健康、適正飲酒、禁煙といった健康意識向上のため
  の取組。

生涯を通じた健康づくりの推進と医療体制の充実施策1
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市民
係り付け医を持ち、医療機関の重複受診やコンビニ受診※3を避
けましょう。

自分の健康や生活習慣に関心を持ち、健康づくりに努めましょう。

事業者 従業員の健康づくりを積極的に支援しましょう。

地域・団体

疾病予防に努めるとともに、健康づくりに対する意識を醸成しま
しょう。
健康に関する知識の普及啓発に努め、地域で誘い合って各種検
診を受診しましょう。

医療機関 適切な医療の提供とともに、医療従事者の確保と育成に努めま
しょう。

市

　民

健康づくりに対する市民意識向上のための普及啓発に努めるとともに、健康
づくり事業を推進します。
適切な医療の提供とともに、夜間当番病院やその他の医療機関の診療科目
等の医療環境に関する情報を適切に周知します。
夜間・休日を問わず、安心して医療が受けられる医療体制の確立を目指し
ます。

行

　政

施策体系

生涯を通じた
健康づくりの推進と
医療体制の充実

③　医療体制の整備

②　健康づくりの推進

①　健康に対する市民意識の向上

※3　コンビニ受診 ： 軽症患者が、本来重症者の受け入れを対象とするはずの救急外来を、夜間や休日の時間帯に受診する行為のこと。
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矢印の定義
　アンケートに伴う目標値については、現状値からの
増減率による５種類の矢印で表記しています。

５％以上の増加、
減少を目指す

１０％以上の
増加を目指す

１５％以上の
増加を目指す

２０％以上の
増加を目指す

施策の方向性
　「現状と課題」で示した取組課題に対応し、施策としての
取組の方向性、課題対処の姿勢や方針を示しています。
※施策によって方向性の数は異なります。

現状と課題
　第１次総合計画での取組を通じて見えてきた
施策展開上の課題をクローズアップするために、
現状及び問題点等を記述したものです。
　「現状と課題」で示した項目が「施策の方向性」
のそれぞれの項目に対応しています。

成果指標と目標値
　施策の基本目標「めざす姿」の内容を捕捉し、現状
値からの達成度を客観的に測定するものとして示し
ています。

めざす姿
　施策の基本目標として、５年後に到達させる
状態を示しています。

施策名
　政策を構成する施策名を示しています。

政策名
　基本構想で掲げた６つの政策展開の基本方針
を示しています。

市民と行政の役割分担
　施策の基本目標「めざす姿」を実現していくため、

「施策の方向性」で示したそれぞれの取組の展開に
当たって、「市民」、「事業者」、「地域・団体」、「行政」
等が担うべき役割、係わり方などを示しています。
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